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シーズの概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環状ポリスルフィド類は、天然にも多く存在する事が知られて

おり、それらは多様な生理活性の発現が期待されている。例えば、

「しいたけの匂い成分」である 1,2,3,5,6-pentathiepane は「レ

ンチオニン」として知られている。 

我々は､環状へテロアセタール構造を有する環状化合物が熱や

酸化剤、酸の作用により選択的な環開裂を起こす事に着目し､こ

れら環状化合物を出発し、目的の環系を有する環状ポリスルフィ

ドの新規な合成法を見出した。 
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 現在のところ、置換基 R がアリール基の場合、５～８員環ポリ

スルフィド類をほぼ選択的に合成することが出来る。置換基 R が

アルキル基の場合に対する反応条件の検討が課題として残ってい

る。 
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